
件名：【9/26(⼟)配信-視聴無料】⽇本デジタル医学会共催「第5回 メディカルDX・ヘルステック
フォーラム 2026」

本⽂：
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「第5回 メディカルDX・ヘルステックフォーラム 2026」

医療現場やデジタルヘルスにおけるデータ活⽤に関連したDXについて、
最新の技術動向や政策、活⽤事例を、産官学の専⾨家からご紹介します。

▼▼視聴登録開始！プログラム詳細・ご登録（無料）はこちらから▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/

【開催概要】
■  ⽇時 ：  2026年9⽉26⽇（⼟）10:00〜16:00
■  開催形式 ：  オンライン ライブ配信
■  参加料 ：  参加無料（要事前登録）
■  主催・企画 ：  メディカルDX・ヘルステックフォーラム実⾏委員会
〈委員⻑〉⼀般社団法⼈PHR普及推進協議会 代表理事／京都⼤学
   ⼤学院医学研究科 社会健康医学系専攻 予防医療学分野 教授 ⽯⾒拓
■  共催 ：  ⼀般社団法⼈ ⽇本デジタル医学会
■  参加対象 ：  医療機関・医療従事者、医療関連企業、官公庁、
   医療・健康・福祉分野におけるハード・ソフトのユーザ
  ※原則、医療従事者や医療・ヘルスケア業界に携わる⽅向け
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本フォーラムは⼀般社団法⼈PHR普及推進協議会 代表理事／京都⼤学 教授の
⽯⾒拓先⽣を委員⻑とするプログラム委員会にて企画しております。

昨年開催時には、700名を超える視聴登録をいただき、
医療DX・ヘルステックに対する注⽬の⾼まりを感じる結果となりました。

医療現場や、ヘルスケアを取り巻く環境は、この1年の間にも
様々な変化や情報が途絶えることがありませんでした。

近年は⽣成AIの普及が⽬覚ましく、医療業界に留まらず、私たちの⽇常⽣活さえも⼤きく変わり
始めてきました。今年のイベントではそうした最新技術の紹介だけに留まらず、実際に医療DXを
実装へと取り組んでいる医療現場やデジタルヘルスにおけるデータ活⽤や連携、制度・政策、サイ
バーセキュリティ対策やAIやIoTの活⽤等、最新動向や活⽤事例を、産官学の専⾨家にご紹介いた
だきます。

本フォーラムが⽇本の医療・健康分野に従事される皆様にとっての、
課題解決の⼀助となれば幸いです。

▼▼参加無料！プログラム詳細・ご登録はこちらから▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/
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講演概要の紹介
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■特別基調講演｜10:00-10:15
「医療DXとサイバーセキュリティ」
デジタル庁 ⼤⾂／衆議院議員、⽇本医科⼤学 特任教授
松本 尚 ⽒

《講演概要抜粋》
本講演では、マイナ保険証の普及を契機として本格化する⽇本の医療DXの
現状と課題、そして今後の展望について解説する。
まず電⼦カルテ導⼊の停滞や医療現場における運⽤負荷など、
医療DX推進の障壁を整理したうえで、「業務をシステムに合わせる」という
発想転換の必要性を提起する。
また、オンライン診療やAI活⽤、⾃動運転技術など、⼈⼝減少社会における
医療提供体制を⽀えるDXの可能性についても展望し、さらに、
全国医療情報プラットフォームの整備に伴い重要性が増す
サイバーセキュリティや経済安全保障の観点にも触れ、
医療機関が今後求められる対応について考察する。

▼▼視聴登録開始！プログラム詳細・ご登録（無料）はこちらから▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/timetable

■特別招待講演｜11:25‐11:50
「リアルワールドデータを⽤いた臨床疫学・医療経済研究」
東京⼤学⼤学院 医学系研究科 臨床疫学・経済学 教授
康永 秀⽣ ⽒

《講演概要抜粋》
近年、医療DXの技術進歩も相俟って、多施設の⼤規模な
リアルワールドデータを⽤いた研究が隆盛している。
リアルワールドデータを活⽤することにより、治療効果の判定、
疾病のリスク因⼦の同定、予後予測といった臨床疫学研究が可能である。
さらに、医療サービスの費⽤分析・費⽤効果分析などの医療経済評価も
可能である。
本講演では、リアルワールドデータの分析結果に基づき、費⽤効果分析に沿った
医療費適正化、低価値治療の実態把握とその対策、持続可能な医療制度の実現に
向けたデータ利活⽤の在り⽅について論じる。

▼視聴登録開始！プログラム詳細・ご登録（無料）はこちらから▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/#SP

■基調講演２｜14:00‐14:30
「AI駆動型ヘルスケア実現に向けて」



京都⼤学⼤学院 医学研究科 ⼈間健康科学系専攻
 ビッグデータ医科学分野 教授
奥野 恭史 ⽒

《講演概要抜粋》
超⾼齢社会を迎えた我が国では、発症後の治療に加え、⽣活習慣や健診データに
基づき疾患を未然に防ぐヘルスケアへの転換が求められている。
⼀⽅、健康状態はゲノム、⽣活習慣、社会環境、検査値が複雑に関与するため、
将来リスクや有効な介⼊を個⼈ごとに⾒極めるにはAIの活⽤が不可⽋である。
本講演では、ビッグデータとAIにより疾患発症を予測し、個⼈ごとの発症要因
を推定し、最適な健康改善プランを提⽰する研究を紹介する。さらに、PHR、
ライフログ、⼤規模リアルワールドデータを活⽤した健康医療基盤モデルの
構想を⽰し、AI駆動型ヘルスケアの実現に向けた展望を述べる。

▼視聴登録開始！プログラム詳細・ご登録（無料）はこちらから▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/#K-2

■招待講演｜
A-1
「⽣体信号によるデジタルバイオマーカー構築と認知症予兆検出」
慶応義塾⼤学 理⼯学部 システムデザイン⼯学科教授
満倉 靖恵 ⽒
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/#A-1

A-2
「「⾼⾎圧」を通じてみる、⽇本のメディカルDXの現状と課題」
⾃治医科⼤学 医学部 内科学講座 循環器内科学部⾨ 教授・科⻑／
附属病院 循環器センター⻑
苅尾 七⾂ ⽒
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/#A-2

▼▼そのほかのタイムテーブルおよび講演の詳細はこちらから！▼▼
https://academy.impress.co.jp/event/medical2026/
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■フォーラム後援団体
⼀般社団法⼈⽇本医療情報学会／⼀般社団法⼈⽇本遠隔医療学会／
NPO法⼈ 医療福祉クラウド協会／⼀般社団法⼈⽇本インターネット医療協議会／
⼀般財団法⼈医療情報システム開発センター／⼀般社団法⼈スマートヘルスケア協会／
⼀般社団法⼈PHR普及推進協議会／⼀般社団法⼈ SDGs デジタル社会推進機構／
医療AIプラットフォーム技術研究組合／⼀般社団法⼈医療情報標準化推進協議会／
⼀般社団法⼈保健医療福祉情報システム⼯業会／⼀般社団法⼈⽇本IHE協会／
⼀般社団法⼈⽇本医⽤画像情報専⾨技師共同認定育成機構／
⼀般社団法⼈保健医療福祉情報安全管理適合性評価協会／
GS1ヘルスケアジャパン協議会／
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■ お問い合わせ先
「メディカルDX・ヘルステックフォーラム」運営事務局



E-mail：medi-dx-secretariat@impress.co.jp
受付時間：10:00〜18:00 (⼟・⽇・祝⽇を除く)


